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酵素によう細菌の変異に関する研究

第1報 ヂアスタ・・ぜによる研究

金沢大学医学部細菌学教室住任 谷敏授）

專攻生 窪   田
     Tawtotsu Ji2s60ta

     （昭和26年2月21日 二二）

保

証1章 緒

 酵素1）5）は生活細胞の生産する一種の触媒に

して，極く少量を以て既に，化学変化を促進せ

しめる作用を有し，而も，自身は化学i変化に依

りて，浩費されざるが故に，僅少の量を以て，

長時間の作用継続可能にして，偉大なる力を発

揮す．今，培養基に酵素を加へて作用せしむる

時は，酵素は，種々なる条件の下に於て，生活

細胞たる細菌体に接触剤として作用し，細菌の

生活現象に相当の影響を与ふべきことは，想像

に難からざる所にして，其の結果，細菌に如何

言

なる変異を齎すかは，蓋し興味ある問題と言ふ

べし．

 之れに関しては，宮永2）（1929年），鈴木3）

（193⑭年），の両氏は，「カタラ一一」に就いて，

青木4）（1936年）は，「リパーゼ」及び「1・ iJプシ

ン」に就いて，夫々研究発表せられπり．

 著者も亦，培養基に「ヂアスターゼ」なる酵

素を加へて，各種の細菌を培養し，・実験せみに

二，三の興味ある知見を得たり．依って此処に

報告し，諸賢の御叱正を乞はんとす．

第2章実写方法
   第1節 仲㌔すべき酵素の選択

 著者は，使匡ジべき酵素の選択に当り，i欠の諸条件

を考慮せり．

 1・酵素5｝ 6） 7）の最適水素「イオン」濃度が，細菌

の発育に適せる水素「イオン」濃度に近接せること，

即ち，pHア・O・V8・oの間にありて，相当強力に作用す

る酵素たること．

 2・酵素の至適混度が，細菌の発育温度に近接せる

こと．

 3・成るべく純輝度高きこと．

 4・短時聞に変質することなく，なるべく長く保存

し得て，力価に変化を來さざること．       r

 以上の諸点を参酌し，種々の酵素に就きて，考察せ

る結果，日本藥fi 8）方記載の「ヂアスターゼ」を実験

に供せり．

    第2蔀 ヂアスターゼ液の調製

 局方ヂアスタρゼ紛末の5％水溶液を作り，よく溶

解せる後，濾紙にて濾過す．濾液のpllを約8・0と

し，i欠に，此の液を， Seitzの濾過器を以て濾過す．’

かくして得たる濾液を実瞼に供す，爾ほ，5％局方ヂ

アスタPゼ濾液をWol｝lgemuth G）の法に依りて，其

の力価を測定すれば・D誰＝約625にして・10日闘保

存するも，力価は低下せず．

     第3節培養基の製法

     第1項 ヂァスターゼ含有

        培養基の製法

 3．7％普通寒天培養基を作り（PH約7・2），中試験

管に7・Occ宛分注して，滅菌す．此の寒天培養i基を

加熱溶解し，約45。Cの浴槽中に保ち，各試験管に，

前記調製せる滅菌5％局方ヂアスタ』一ゼ液を，3・5cc

宛注加妬混和して斜面となし，37。Cの鰐卵器申に，

24時間保ち，無菌試験を行ひたる後，実験に供す、前
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述の方法に依りて得たる培養基は，寒天約2・5％にし

て，pH約7・5なり．

    第2項 対照用培養基の製法

 前述5％局方ヂアスタ・…ゼ濾液を，1⑪0。C 15分間加

熱して，作用のなきことを確め，3・7％寒天培養基

（7cc宛分注）に，3・5cc宛注加し，混和したる後，斜

面となし，37。Cの鰐卵器申に，24時聞保ち，無菌試

験を経て，実験に供す．

     第5項培養 方法
 ヂアスターゼ含有培養基に，第4節に記載せる21株

の細菌を培養し，3日目毎に累代移植し，対照として

は，対照用培養基に爆鳴に累代移植を行ひたり，

     第4節 使用せる菌株9）1。）

  1．Bacillus coli communis．

  2． Bacillus typhosus ．

  3．Bacteriuln paratyphi A・

       サロ  4．：Bacterlum paratyphi B．

  5．Bacterium dysenteriae Shiga．

  6。：Bacterium dysenteriae I（omagome A。

  7。：Bacterium dysenteriae KlomagGme：BI ．

  8． Bacterium dysenteriae Ono．

  9．Bacterium dysenteriae Mita．

 10．Vibrio cholerae．

 11．Sahmonella typhi murium．

 12．Samonella enteritidis Gilrtneri．

 13．Bacteriui皿prodigiosum・

 14・：Bacterium pyocyaneum・

 15．Staphylococcus albus・

 16・Staphア］ococcus aureus．

 17．：BaciUus mesentericus vulgatus．

 18． B： cillus subtilis．

 19． Brucolla melitensis．

 20． Brucella abortus．

 21． Brucella suis．

 以上の21菌株は，金沢大学医学部細菌学敢室保存の

菌株にして，使用に先立ちて，形態学的蛇びに各種生

物学的性歌をも回しり．

  第5節 ミロン反庵 トリパフラビン

      反応，及び重金属塩法

 細菌のS型：及びR型鑑別に，White 11）17）（1929年）

の所謂ミロン反応，Alessandrini et Sabatucci 1！）i3）

14）（1931年）両氏の所謂トリパラフラピン反応，及び

岡本lc・）（1943年）の所謂重金属塩法が，屡々使用せ

られ，一般に細菌のR型に曾ては，之等の反応は，陽

性に現れ，S型に於ては，陰性に解るとさる．著者も

亦，之等の反応を使用して，以下の実験を行ひたり．

 即ち，小試験管に蒸溜水1cc・を取り，暴れに16～

18時間，普通塞天烈面に培養せる菌の約1mgを浮游

せしめ，「ミロン試藥を1～2滴加へて，加熱す、然

るとき，副子壁に沿ひ，菌の凝塊の昇り來るを認な

ば，写れを陽性とし，然らざるを陰性とす．陽性度強

き時は，菌は大きな凝塊となりて沈澱す．

 「トリパフラビン反応及び重金属塩法も「ミロン反

応と同術式なり．而して，濃度は，「トリパフラピソ」

⑪・1％，硝酸銀2％，それ以外は，10％液を使用す．

 註：「ミロン試藥を使用せる場合，凝塊が煉瓦色

に着色する場合と然らざる場合とあb，

 培養後放置せる菌苔は，S型， R型，鑑別には不適

当なり．

 蒸溜水は，出來得る限り五宮なるものを使用す．

第5章巽験成績
 変異に関する実験成績を記述するに先立ち，

rヂァスターゼ含有培養基に培養せる各種細菌

の発育状態を即するに，大要下記の如し．（24

時間37。C培養後の観察但し：Brucellaを』除く）

   1．発育不良なる菌

     Brucella melitensis

     Brucella abortus

     Brucella suis

   2．発育良工なる菌

 前記細菌以外の細菌は，何れもよく発育す，

細細の醜態は，対照原型菌と特異の差異なきを

以て，之れを省略す．

    第1節 ：Bacillus coli communis

     第1項集：落の歌態
 「ヂアスタ・一一 tf含有寒天培養基（ヂアスタ・一ゼ

アガール」と略称す）に，3日目毎に移植をわ

び，各世代に於ける菌に就きて，其の集落の状

態を知らんと欲し，各菌液を作りて，之れを普
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通寒天の野板培養を行ぴ，（37。C 24時間）其の

集落の変化18）を平畝せり．此の対照としては，

前記の対照用培養基に，同世代培養せる菌を，

町回に寒天響板ビ培養せり．（各菌共通）

  く
 普通大腸菌は，「ヂアスタ 一一ゼアガール20代

通過することに依り，大小2種の集落を生す．

小なる方は，1対照原型菌va 一一致し，大なる方

は，普通塞天培養基5代移植するヒとに依り原

型に復帰す．更に累代し，60代通過菌に於て，

固定性ある3種：の変性集落を認めたり．之れを．

1・II・III・と璽称す・         、

 1は，円形友白色牟透明辺縁規則正しき集落、

にしてゴ原型に近似す．

 IIは，㍉円形或は類円形友白色半透明辺縁抄

く．不規則にして，直径約1．5～2．Omm大の集落

なり．

 皿は，不正形友白色不透明辺縁は全く不規

則にして，耳の2～3倍大の集落なり．

 1．II． IIL集落共に，：普通回天培養基，2％

澱粉加塞天培養基へ7，代培養するも，上記の早

歌を維持せり・

 対照70代菌に撃ても，R型化せる集落を認め

、たり．

変性集落に就きて，「ミ・ン反応，「トリ・くフ

ラビン反廊及輝金融法獄むる吟第1．
表に示す如くLIは対照菌集落に一致し，皿

は，3反応共に陽性，耳は，「トリパフラビン」，

硫酸マグネシウム」，塩化亜鉛等の僅に陽陸雰

るを除きては，陽性を示せり．IIはIIIに至る

前階梯とも言ふべきか．

第1表 普通大腸菌変性集落の「ミロン即応，．「トリづブラ

       ビン反応，及び重金属塩法』

＼反 応
集一9＼＼

変性集落1
変性集落1【
変性集1．落1【1

 対   照

ミロン

十

十髄

トリパフ

ラビン

±

十

重 金 属 塩

硫酸亜鉛陣面高面高亜鉛鰐；ζ騰銅

・十

十

十

十

 十L
 十・

 十・

1 十

 ・±・

 十
1一 一一

±

十

十

十

 変性集落の「インドμル反応，rメチールロ

ート反応，』 uフォーゲスプロズカ、ウ午ル反応1

三吟酸ソー…ダ試験を試みたるに，対照と異る所

なし．

 形態的には，大小不揃ひの桿菌にして，両端

鈍円，極めて濃染性なり。1～2個蓮鎖を作れ

るものあり．Gram、氏法染色にて陰性．『

    第2項 糖類及び高級ア地コ

      ホ’・」ル類分解作用

 変性噛め生物学的性歌の変化を知らん乏欲

：L，各種の糖類及び高級アルコホール類に対す

る態度を試験せり’．使用せる糖類及び高級ナル

コホール類は；、次の12種類にし七，・培養基ば，『．

変法：Barsiekow培養基を用ぴたり．

 「アラビノーゼ」「キシロPゼ」「ラムノPゼ」

「グルコーゼ」 「ガラクトーゼ」 「ラクトーゼ」

「マルトーゼ」「サジ加一ゼJrイヌリン」’「マ

ンニ’dト」「ズルチッド」「ソルビット」，「アラ

ビノーゼ」，の．M・・ck製を除厩臨総て本邦

武田製品なり．

 糖分解試験を行ふ際には，菌を一度ヂアス早

撃ゼ」を含有せざる普通回天培養碁に移植し，

37．c24時聞培養せる菌を用ぴ，糖分解能の有

無は，原則として2週聞に亘りて観察せり1．其：

の成績は第2表に示す如く，対照菌と何等異り

たる所見を認めざりき．爾ほ，「ラクトPゼ分

解に際しても時学的差異を認めざりき

   as 3．項其の他の生物学的性散

 1．懸滴標本va”C，其の蓮動性を観察するに，

活濃なる固有蓮動を行み．i変性集落IIIに於て
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は，梢ζ鈍き感あり

2．「ゲラチンの液化を來さす．

3．牛乳凝固性を有す．

4．硫化水素を発生せす．

以上の如く，変性菌は，対照菌と異る所なか

りき．

第2表 普通大腸菌変性集落の糖類及び高級アルコホー・…ル類

  分解試験拉びに其の他の生物学的性歌

菌    名 普 通 大 腸菌

培 養 基 対照用
|養基

ヂアスターゼ含
L寒天培養基

変性集落小 変性集落大 変性集苧 変性集登 変性集蓋

   右各世代10

アラビノーゼ④㊥
キシローゼ ㊥ ㊥
ラムノーゼ ㊥ ㊥
グルコ一士㊥㊥
ガラクトーゼ   ①   ㊦

ラクトt一＋ゼ ㊥ ㊥

マルトーゼ㊥㊥
サツカローゼ  一  一一

イヌリソ
マソニツ1・㊥㊥
ズルチツト  ㊦  ㊥
ソルビット ∈D ㊥
牛乳凝固 十 十
ゲラチソ液化

硫化水素発生       一

20

e
e
e
e
e
o
e

o
e
e
十

60 ［ 20 1 20 1 60 1 60 1 oo

elelelolele
elel＠leleloeleieloleleeleeeleleleolelolelele
olelele］ele
eiolele］ele

eleielelo］eeE） le1＠lelele
oleleleielo
十1十1十1十1十1十

O印はGas・形成

  ag 4項血清学的観察      変性菌IIIは，100倍まで凝集するのみ．而し
変性菌1．II． III．の普通大腸原型菌冤疫血清  て，照対菌は，640⑪倍まで凝集せり．此処に於

に対する態度を知らんと欲し，凝集反応を行ひ  セ，変性菌は，其の原型菌二十血清に対し，被

たるに，第；3表に示す如く，i変性菌1は，800  凝集性の著しく低下せるを知る．

倍まで凝集し，変性菌IIは，400倍僅に凝集し，

第3表 普通大腸菌の変性集落菌の原型菌冤疫血清に対する凝集試験

＼一叢一釈

集落＼
変性集落’1
変性集落1【

変性集落m
対 照

50

十

珊

100

骨

十

十

惜

200

十

十

400

十

±

十

soe

十

十

16eo

十

32eo

十

6400

十

第2節  Bacillus typh⑪sus 腸チフス菌24）は，「ヂアスターゼアガール65
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代通過に依りて，2種の異りたる集落を形成す．

之れを1．II．と略称すれば，

 1は，円形透明辺縁円滑内部滑沢なる小集落

にして，原型菌に一致す．

11は，1より梢ζ大，荻自色を帯び，僅に

牟透明辺縁山々不規則なる集落にして，之れ

を，普通寒天培養基に累代移植すれば，次第に

原型に復帰し行く傾向にあるも，10代を累ねて

而も全く原型vaは復帰せす．塞天培養基に代ふ

るrc，2％澱粉加回天培養基を以てするも，略

lt同様の結果を得たり．変性集落に就きて，

「ミロン反応，「トリ！フラビン反応，重金属塩

法を試むれば，第4表に示す如く，変性集落II

に於ては，著明なる陽性を示し，i変性集落1に

於ては，殆んど陰性を示す．

 形高冷には，小桿菌にして，稀に幅の広きも

の，長さの長きものを回し，両端は，濃染性な

rり．Gram氏法染色にて陰性なり．

 糖類及び高級アルコホール類分解作用拉び

に，其の他の生物学的性状を検するに，対照菌

第4表腸チフス菌変性集落の「ミロン反応，「トリバフラ

       ビン反応，及び重金属塩法

   I@  iトリパフミロン   ラビン

重   金   属   塩   反  応

W  落 囎亜鉛開平灘脚醐難；玄融銅

変性集落1

ﾏ性集落H
ﾏ性集落II
ｦ天9代
ﾏ性集落II
Q％雛粉寒天9㈹

±十十十

一                        一

@ ［
¥ 1 十黷k  i一                         一

一十±一 一十十十 一十一一 一±一一 一十一一

と何等異りだる所見を認めす．

血清学的には，第5表に示す如く，変性菌は，

原型一三疫血清に対し，其の被凝集性を著しく

低下す．

第5表 腸チフス菌変性集落菌の原型菌糸疫血清に対する凝集試験

＼＼平氏5。、。⑪2。。4。。8。。、6⑪。Sa。。64。。

集 奮＼＼

変性集落1
ﾏ性集落∬
ﾎ   照

甘什柵 十十柵 十十甘 十胴什 ±一十

＝十 ＝十 ＝十

   第5節 ：Bacterium paratyphi A

 「パラテラスA菌は，「ヂアスターゼアガール

45代通過に依り，2種の集落を生ぜり．之れを

LILと略称すれば，

 1は，対照より梢々大にして，友白色牛透明

辺縁は殆んど円滑なる集落なり．

 IIは，1より更に大にして，対照の2～3倍

大友白色不透明辺縁不規則にして，内部は禾傑

粗雑の感あり．

 両変性集落共に，普通二天培地7代通過せし

むるも，原型には復帰し難し．

 「ミロン1反応，1「トリパフラビン反応，重金

属塩法を試むるに，IIは1より著明に陽性を示

す．

 形態的には，1．IL共に両端鈍円なる中等大

桿菌にして，両端は濃染性を有す．Gram氏法

染色にて陰性．鞭毛を有す．

 糖類及び高級アルコホール類分解作用鼓び

に，其の勉の生物学的性欣に関しては，対照菌

と何等異りたる所なかりき．100代通過菌に於
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ても，同様の成績を得。

 血清学的には，原型菌冤疫血清に対し，対照

菌は，6400倍まで凝集さるるに反し，変性集落

菌1及び1耳は，夫々400倍，2⑪⑪倍まで凝集さ

るるのみにて，其の被凝集性は，著しく低下

す．

   第4節  Bacterium paratyphi B

 「パラチフス：B菌峰，「ヂアスターゼアガ・・ル

60代遽過に依りて，2種の異れる集落を生ぜ

り．之れを1．II．と略称すれば，

 1は，小なる荻白色牛透明の殆んど正円形集

落にして，対照に近似す．

 IIは，1の約2倍大にして，次白色不透明辺

縁不規則なる集落なり．1。II．共に塞天培i養基

10代，2％澱粉加回天培i養基を10代通過せしむ

るも，同様の性1伏を維持せり．

 形態的には，小桿菌にして，両端は，濃染性

の傾向を有す．Gram氏法染色にて陰性．

 糖類及び高級アルコホール類分解試験拉びに

其の他の生物学的性歌を平しkるに，対媚菌と

全く同一の成績を得たり．

 血清学的には，パラチフスA菌と同様に被凝

集性の低下せるを認む．

  第5節：Bacterium dysenteriae Shiga

     第1項集落の歌態

 赤痢志賀菌は，「ヂアスターゼアガール30代

通過に依？）て，大小2種の集落を形成せり．干

れをLII．とすれば，1は，小円形の集落にし

て，対照原型菌に一致す．IIは，1より僅に大

なる集落にして，普通二天：培養基に6代，2％

澱粉加寒天培養基に6代夫々培養するeとtlc依

り，1と区別困難となれり．要するに，集落の

変性は，未だ，固定性なきものと言ふべし．

 更に代を累ね，60代培養菌の集落を観察する

に，2種の異りたる形態を示せり．今之れを「・

II’．と略称すれば，1’は，小なる円形次白色牛

透明辺縁円滑なる集落にして，内部は梢ζ繍閏

し，滑沢にして，原型菌に殆んど一致す。IY

は，扁雫次白色牛透明の集落にして，不正形周

縁は梢ζ不規則なり．而して，1’IY共に，普

通塞天培養基へ10代，2％澱粉加寒天培養基へ

10代培養するも，各々の性歌を継続せり・変性

集落は，比較的固定性を得たりと言ふべきか・

変性集落1’及びII’に就きて，「ミ・ン反応

「トリパフラビン反応，重金属塩町を行ぴたる

に，其の成績は第6表に示す如く，変性集落1’

は，硫酸鉄を除きて，陰性を示し，II’は，陽

性を示し，対照に於ては，全く陰性を示せり．

 変性集落1及びIIは，共に陰性を示せり．

第6表 赤痢志賀変性菌に対する「ミロン反応，「トリパフラ

        ビン反応，及び重金属塩法

集  落

反  応

変性集落1ノ
変性集落II’

 対   照

ミロン

十

トリパフ

ラビン

十

重 金 属 塩

硫酸亜鉛瞬銀「硫醐汁魎鉛讐畷｝硫醐

十 十

十

十 十 十 十

     第2項形態的観察
 軍染色を行ひて槍するに，i変性集、落1’は，

両端鈍円なる小桿菌にして，輩在性なり。変性

集落II’は，両端鈍円なる小桿菌なるも，両端

は濃染性にして，2～3個蓮鎖をなすものあり．

而して，変性集落Isより太い感あり． Gram氏

法染色にては陰性を示す．

   第5項 糖類及び高級アルゴホー・・一・

       ル類分解作用

 赤痢志賀菌の変性集落に就きて，糖類及び高

級アルコa： 一一ル類分解試瞼を試み掩り．即ち，

第1回試験は1⑪代，第2回試験は30代，第3回
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試験は6⑪代に於て，夫々実験せるに，第7表に 示す如く，対照と何等異れる所なかりき。

第7表赤痢志賀菌の糖類及び高級アルコホール類分解試験

菌 一

二 養 基

アラヒツρゼ
キシ ロ ”ゼ

ラ ム ノ 一 ゼ

グルコ ρゼ

ガラクトーゼ
ラ ク ト P ゼ

マ ル ト P ゼ

サツカP一ゼ
イ ヌ リ ン

マ ン ニ ツ ト

ズルチツ ト

ソルビツ ト

赤 痢 志 賀

対照用
培養基

右三世一

十

十

ヂアスタPゼ
含有培養基

変
性
集
落
1

1e－30 30

十

十

十

十

変
性
集
落
1正

30

十

十

変
性
集
落
1ノ

6Q

十

十

変
性
集
落
1互！

60

十

十

1分解の逞遽を時間的に観察すると，第8表に

示す東く，「ヂアスターゼアガール30代培養菌

は，6時「削一て，既に「グルコ一斗」を分解し

始むるも，対照歯3於ては，9時間にて分解す．

又前者は，6時間にて既に「ガラクトーゼ」を

分解し始むるも，対照菌に於ては，12時間にて

漸く分解す．100代培養菌に於ても略it同程度

の成績を得たり。

第8表 赤痢志賀菌30代，100代培養菌の「グルコーゼ」

   及び「ガラクトーゼ」分解の時間的観察

糖

グルコ ーゼ

ガラクトーゼ

累
代

36

1eo

3e

100

＼三間
培養基＼

D
K

D
K

D
K

D
K

5 6

±

±

±

十

7

十

十

8

十

十

±

9

十

十

十

十

十1十1十

十 十 十

10

十

十

十

十

十

十

±

12

十

十

十

十

十

20

冊

柑

柵

       註＝Dは「ヂアスターゼアガール通過菌，Kは対照用培養基通過菌，

  第4項其の他の生物攣的性状     固有運動を有せず．分子蓮動を行ふ．

1．懸滴標本にて，其の蓮動性を’観察するに，  2。「ゲラチン」の液化性を有せす．

［ 100 ］
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 3．「インドール反応（窪田氏：変法）陰性。

 4。牛乳を凝固せす．

 5．「カタラーゼ反応陰性．

 以上の如く，変性菌の運動性，rゲラチン液

化性，「インドール反応，牛乳非凝固性，「カタ

ラーゼ反応等に関しては，対照菌と何等異る所

なかりき．

     第5項血清学的観察

 変性菌1「及びII’の赤痢志賀原型菌琵疫血

清に対する態度を知らんと欲し，凝集反応を行

ひたるに，共の成績は，第9表に示す如く，変

性菌Itに於ては，8⑪⑪倍まで凝集し， i変性菌に

於ては，100倍まで凝集するのみ．而して，対

照菌に於ては，3200倍まで凝集せb。変性菌

は，次第に共の抗原性を低下すと言ふべきか．

第9表 赤痢志賀変性菌の原型菌琵疫血清に対する凝集試験

＼＿ 稀  釈

  菌   ＼＿

変 性 菌 1ノ

変 性 菌11ノ

 対   照

50

什

心

誤

leo

十

200

十

什

4eo

十

十

seo

十

十

1剣32⑪⑪

十 十

    第6節：Bacterium dysenteriae

      Komagome A． Bi

 赤痢駒込A菌及びB1菌は，「ヂアスターゼア

ガール50代通過に依りて，少しく異れる2種の

集落を形成せり．而も之れを，普通寒天＝培養基

4代，2％澱粉加野天培養基4代移植するも，

原型菌集落には一致せすして，斯くの如き歌態

を持続す．

 形態的には，変性菌は，長さ，幅共に対照菌

より長く広く，両端は，濃染性の傾向を有す．

 糖類及び高級アルコホール類分解作用拉び

に，其の他の生物学的性1伏を干したるに，対照

菌と何等異りたる所見を認めす．

 血清学的には，「ヂアスターゼアガール50代

通過菌は，第玉0表に示す如く，駒込A菌に於

て臨4⑪⑪倍まで凝集し，駒込B1菌に於ては，

400倍僅に凝集、す．同代対照菌に干ては，1600

倍まで凝集し，「ヂアスタ・一二アガ・・一一ル通過菌

は，其の被凝集性は，著しく低下す．

第10表 赤痢駒込A，：B1菌50代培養菌の原型菌一二血清に対する凝集試駿

菌 名潔
赤痢駒込A

赤痢駒込B1

D
K

D
K

se 1 loe

一 1，十

帯  十十

十 1十
皆  十十

200 400

十 1十

十 1十

十

十

±

十

soe

十

十

16eo

十

十

32eO

註：Dは「ヂアス Pt ・一ゼアガール通過菌， Kは対照用培養基通過菌．

  第7節Bacterium dysenteriae Ono

     第1項集落の状態
 赤痢大野19）菌は，「ヂアスターゼアガe一一ル45

代通過菌に於て，2種の異りたる集落を形成す．

之れを夫々変性集落1及びIIと略称す．変性集

落1は，直径約⑪5mm小円二巴白色牟透明辺

縁円滑の集落にして，対照原型菌集落に近似

す．変性集落IIは，工より ＄B it大なる友白色牛

透明辺縁不正の集落なり．回れを，普通下天培

養基へ10代，2％澱粉加寒天培養基へ10代増養

［ 101 ）



102 田

するに，対照原型菌集落に近似するも，全く復

帰するには至らす。

 変性集落に就きて，「ミロン反応，「トリパフ

ラビン反応，及び重金属藍鼠を試みたるに，第

11表に示す如く，変性集落1は，原型菌と一致

し，変性集落IIは，3反応共に陽性を示す．変

性集落IIの普通塞天培養基10代通過菌は，外観

的には，対照原型菌に近似せるも，之等の反応

は，申適度以上に陽性を示せり．

 形態的には，変性菌は，両端濃染性を有す．

Gram氏法染色にて陰性．鞭毛を嘱せす．

第11表 赤痢大野菌i旧姓集落の「ミロン反応，「トリパフラ

       ビン反応，及び重金属塩法

集  落

反  応    トリパフ
ミロン
   ラビン

重 金 属 塩

軸鉛硲醐瞬黒蝿亜鉛騨畷i硫醐

変性集落x
変性集落1正
変性集落II
寒天10代菌
 対   照

一 開 凹 一 一 一

十 十 十 十 十 十

十 ± 十 十 十 二

障 一 闘 閣 一 幽

    第2項 糖類及び高級アルコ

      ホールi類分解作用

 赤痢大野i変性菌の糖類及び高級アルコホ・4．ル

類分解試験を試みたるに，対照原型菌と何等異

る所なかりき．術ほ，「ダルコーゼ及び「ガラ

クトーゼ」を分解するに際し，時弊的に逞速を

認めす．

   es 3項其の他の生物学的性歌

 1．「ゲラチン」を液：化せす．

十

2。「インドi…■ル反店陽性．

3・「カタラ一霞反応陽性．

4．牛乳を凝固せす．

十

±

 上記の如く，対照菌と異る所なかり毯．

     第4項血清学的観察
 変性集落1及びIIの赤痢大野原型菌発疫血清

に対する態度を知らんと欲し，凝集反応を試み

たるに，第12表に示す如く，変性菌に於ては，

被凝集性の低下を示せり．

第12表 変性菌の赤痢大野原型菌冤疫血清に対する凝集試験

累代 ＼稀 釈
W 藩＼＼

45
変性集落1
ﾏ性集落H
ﾎ   照

第8節 ：Bacterium dycenteriae Mita

  第1項集落の歌謡

50

十

冊

赤痢箕田20）21）菌は，「ヂアスターゼアがF一・・ル

70代通過に依りて，2種の相異りたる集落を形

成せり．由れを夫々1・II．と略称すれば，

 1は，殆んど無色透明正円形滑沢辺縁円滑の

小集落にして，対照原型菌に一致す，

100

十

十

柵

200

十

±

400

十

十

soe

十

1600 i 3200

十 ±

 IIは，1より梢ヒ大にして，殆んど無色透明

僅に，辺縁不規則，内部は滑沢なり。留れを普

通塞天培養基に7代培養すれば，1に近似ずる

も，全く一致するには至らす．

 逆心の変性集落に就きて，「ミロン反応，「ト

リパフラビン反応，及び重金属塩法を試むれ

ば，第13表に示す如く，i変性集落IIに於ては，
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硫酸マグネシウム」及び「トリパフラビン」に

於て，弱陽性なるも，他に於ては陽姓を示せり．

変性集落IIの普通寒天培養基7代通過菌は，原

型には復：帰せざるものの如し．

 形態的には，両端鈍円なる小桿菌に．して：，殆

んど準等に染色せられ，1．II．の間に特別の差

異を認めす．Gram氏法染色にて陰性．

第13表 赤痢箕田変性菌の「ミロン反応，「トリパフラ

      ビン反応，及び重金属塩法

＼＼一応
集 落＼

ミ1コソ

変幌集落1  一
変性集落1［  十
変性集落1［の塞
         十天培地7代菌

トリパフ

ラビン

士

士

千 金 属 塩

硫騒鱒醐硫酸雑化蜘鱒序芸1硫醐

十

±

十  1 十  1 十

Ht一 1 十  1 十

二  1 十

t 1 eF

    第2項糖類及び高級アルコ

       ホール類分解作用

 赤痢箕田変性菌の糖類及び高級アルコホール

類分解試験を試みだるに，第14表に示す如く，

対照原型菌と何等異りたる所なかりき．詰れ

共，「アラビノーゼ及び「マルトーゼ分解能発

現を，時間的に襯察すると，第15表に示す如く，

「アラビノーゼ分解に於ては，「ヂアスターゼア

ガー・ル通過菌は，8時間にて既に分解を始むる

も，対照菌に於ては，24時間を要す．叉，「マ

ルトーゼ分解に於ては，「ヂアスターゼアガー・

ル通過菌は，12時聞にて分解し始むるも，対照

菌に於ては．25日を要す．

第14表 赤痢箕田菌の糖類及び高級アルコホ・一ル類分解試験

菌 名

培 養 基

》讐
アラヒ ノPゼ

キ シ ロ 戸 ゼ

ラ ム ノ 一 ゼ

グル コ ーゼ

ガラクト・一ゼ

ラ ク ト Pゼ

マル ト 一… ゼ

サツカロPゼ
イ ヌ リ ン

マ ソ A ツ ト

ズルチ ツ ト

フルピ ツ ト

赤 痢 箕 田 菌

対照用
培養基

右各世代

十

e
e

十

e

ヂアxターゼ含
有寒天培養基

10

十

e－

GID

十

e

3e

十

e
e

十

e

70

十

（iD

e

十

e

変
性
集
落
1

70

十

ee

o

十

。

変
性
集
落
1［

70

十

e
e

十

e

○印はGas形成
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第15表 赤痢箕田菌70累代菌の「アラビノーゼ」及び

     「マルト一十」分解の時聞的観察

糖 類

アラビノーゼ

マルb一・ぜ

認藩
D
K

D
K

6
i1

7
X1

8
tl

＠

9
tl

L＠

10
t／

e

12 j 24

11 1 tt

e

＠

  2
  日

ff 1 ff

＠Ie

＠le

3
tf

ss
t［E］）

5
11

＠

ew

elGD

7
r／

mp

＠

r4
1f

op

＠

av 1＠

2e
1／

＠

＠

as

25
tf

＠

as

av

e
註：Dは「ヂアスタFゼアガール通過菌，Kは対照用培養基通過菌， OはGas形成

  第5項 其の他の生物学的性歌

1．「’インドール反応陰性．

2．牛乳を凝固せす．

3．「ゲラチン」を液化せす。

4．「カタラーゼ反応陽性．

以上の如く，対照原型菌と異る所なかりき。

     第4項血清学的観察
 変性菌の赤痢箕田原型菌冤疫血清に対する態

度を知らんと欲し，凝集反応を行ひたるに，第

16表に示す如く，変性菌1は，400倍まで凝集

し，変性菌IIは，20⑪倍僅に凝集す．蒸れ共，

対照菌に於ては，1600倍まで凝集す．

第！6表 変性菌の赤痢箕田原型三寸疫血清に対する凝集試験

変性集落1
変・性集落II
 対   照

50

十十

十

lgo 200

十

十

什

十

±

400 800

十

十 十

1600

十

     第9節 Vibr三〇chelerae

   第1項集落娩びに形態的観察
 「コレラ菌は，「ヂァスタ＿．ゼァガ＿ル70代通

過に依りて，2種の集落を生す．之れを1．II．

と略称すれば，1は，円形友白色透明辺縁規則

正しき小なる集落にして，原型集落に一致す．

IIは，1より稻ヒ大なる点が異る，

 形態的には，変性集落IIは，両端濃染性にし

て，多少太き感を抱かしむ．Grゑm氏法染色に

て陰性．

 変性集落菌に就きて，「ミロン反応，「トリパ

フラビン反応，及び重金属塩法を試むれば，第

17表に示す如く，対ノ照菌と大なる差異を認め

す．

第17表 「コレラ変性集落菌の「ミロン反応，「トリパフラ

       ビン反応，及び重金属塩法

＼＼ 反  応
  xxl〈
集 落 ’＼

変性集落1
変性集落II
 対   照

ミロン

十

トリパフ     重   金

ラビン1硫酸亜鉛硝
 一一1

       属   塩

酬硫酸鱗唾驚ζ歩弓

十
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 変性菌を，「ブイヨン及び「ペプトン水に培

養するに，37。C24時聞にては，中等晶晶性凋

濁を示し，未だ菌膜及び沈澱を作らす．

  第2項 糖類及び高級アルコホール

     類分解作用（30日間観察）

 「コレラ菌の「ヂァスターゼアガー・・一一ル通過菌

の糖類及び高級アルコホー些類分解作用22） 2：Sb 2｛）

を槍したるに，第18表，第19表に示す如く，甚

だ興味ある成績を得たり．第1回試験10代，第

2回試験30代，第3回試験42代，第4回試験601

代に於ては，「ラクト・一一 tfJ「Vルトーゼ」「サヅ

ヵローゼ」に対する分解能を有し居れり．然る

に，72代通過以後に去ては，之等の分解能は滑

・失し，普通二天培養29rCIO代移植するも復帰せ

す，100代通過に於ても，同檬の成績を得たり．

 「コレラ菌の「ヂアスターゼアガール72代通

過菌の「グルコーゼ」「ガラクトーゼ」及び「マ

ンニット」に対する分解能を，時下的に観察す

第18表 「コレラ菌の各世代に於ける糖類及び高級

      アルコホール類分解試験
k－pt一””mit一

    糖

アラピノーゼ

 一 ソ ロ 一 ゼ

e

ラ ム ノ 一 ゼ

グル コ ” ゼ

ガラクトーゼ

ラ タ ト 一 ゼ

・V‘ ?ト P ゼ

サツ馬丁’ゼ

イ ヌ リ ン

・マ ン ニ ツ ト

ズルチ ツ ト

ソルビッ ト

諜D
K
D
K

D
K

D
K

D
K

D
K

le

十

十

十

十

十

十

十

十

D
K

D
K

D
K

D
K

D
K
f）

K

十

十

十

十

3e

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

42

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十 1十

十 1十

60

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

72暫

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

100

十

十

十

十

十

十

十

十

十

DはrヂアスタPゼアガー・ル通過菌Kは対照用培養基通過菌．
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れば，第19表に示す如く，「グルコーゼ」に対し

て，「ヂアスターゼアガール寺判菌は，4日目

に至りて漸く分解を始むるに，対照菌は，5時

間よわ既に分解を始む．「マンニット」に対し

て，「ヂアスターゼアガール通過菌は，21日目

に至りて漸く分解を始むるに，対照菌は，6時

間より分解を始む．「ガラクトーゼ」に対して，

「ヂアスターゼアガール通過菌は，2日目に至：

Dて分解を始むるに，対照菌は，1⑪時聞より既

に分解を始む。

 如斯，「ヂアスターゼアガe・・一ル通過菌に於て

¢1 」分解能の発現は，著しく逼るるを知る。蓋

し，分解能溝失の前階梯ならんか．

第19表 「コvラ菌72代通過菌の「グルコーゼ」「ガラクト一三」

       「マンニヴト」分解の時間的観察

糖 ＼脚

グルコ

   培地＼一
e一 一ti’i ” 1－

   i K 1十

ガラクトーゼ

マ ソニ ツ ト

D
K
b‘

K

5 16
時 〃
．1．！一

；i：

引±

8
1r

柵

十

ユ⑪

tf

柵

十

十

20
t1

2  4  7 10

日 〃 〃 〃

講繍
十 十十 讐 柵

柵 冊 柵
    

＿＿Li＿
     5

柵柵細帯

糟州
柵 柵 柵 柵

十H・・研 州・柵

ewMIM

繭

瓢撰

繍
Dは「ヂアスタ一覧アガール通過菌，K：は対照用培養基通過菌

   第3項其の他の生物学的性歌

 「コレラ菌の「ヂァスター一li’アガール通過菌

の「インドF・一・ル恥劾反応，「コレラ赤反応，「ゲ

ラチン液化性，牛乳凝団性等を卜するに，第20

衰に示す如く，6⑪代通過菌までは，「インド”

                     タ
ル反応，「コレラ赤反応，「ゲラチン液化性等の

諸性毛を有し目結るも，72代通過菌及びそれ以

後に干ては，之等の諸白1伏は，完全に漕失し，

寒天下階基へ10代移植するも，遽に復帰せざり

き．100代通過菌に於ても同様の成績を得たり．

第20表 「コレラ菌の各世代に於ける生物学的性歌

反 応

イ ン ドール

rt レ ラ 赤

牛 乳 凝 固

ゲラチン液化

謙D
K

D
K

D
K

D
K

10

十

十

十

十

十

十

30

十

十

十

十

十

十

42

十

十

十

十

十

十

60

十

十

十

十

十

十

72

十

十

寒天
10

十

十

一 1－
  1
－ 1

  F

十 十

100

十

十

十

Dは「ヂアスター・ゼアガール通過菌，Kは「対照用培養基通過菌

    第4項血清学的観察
「コレラ菌の「ヂアスターゼアガール72代通

過菌の原型菌冤疫血清（凝集価6400）に対する

態度を知らんと欲し，凝集反応を試みfacるに，

［ le6 ］
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第21表に示す如く，「ヂアスターゼアガ・一一 7L通

過菌は，3200倍まで微：に1凝集し，対照菌は，

3200倍まで完全に凝集す，

第21表「コレラ菌の「ヂアスターゼアガール72代菌の

     原型薄謝疫血清に対する凝集試験

累代数

72

＼稀 釈    爵＼＼

D
K

50

柵

冊

leo

柵

2eo

十

400

十

800 1 1600

十

十

十

十

32eO

±

十

Dは「ヂアスタ・一・一躍アガール通過菌，Klは対照用培養基通過菌

   第10節 Salmonella tyPhi murium鞍

 鼠チフス菌は，「ヂアスターゼアガール5⑪代

通過することに依りて，友白色不透明，内部粗

雑なる大小2種の集落を生す．売れ共，対照用

培養基57代通過菌に於ても同檬の集落を生ぜ
り．

 形態的には，2～3個蓮鎖をなせるものあり．

其の他，生物学的性駄に関しては，第22表に示

せる如く，何等異りたる所なかりき．

  ‘第11節 Salmonella enteritidis G盈rtneri

 腸炎菌は，「ヂアスターゼアガーtル50代通過

に依りて，2種：の集落を生ぜり．之れを1，II

と略称すれば，1は，友白色不透明の円形集落

なり、IIは，友白色不透明辺縁不規則，内部は

粗雑にして1の2・》3倍大の集落なり．1，II共

に，塞天培養基へ7代移植するも，其の性質を

維持せり．

 形態的には，対媚菌より梢ヒ大なる桿菌にし

て，両端は，濃染性を有す．其の他生物学的

性歌に関しては，第22表に示す如く，対照菌と

異る所なかりき．

   第12節  Bacterium prodigiosum

  第1項 集落の観察及び生物学的無識

 霊菌は，「ヂアスタ・・一 tiアガール72代通過に

依りて，2種：の集落を生ぜり．之れを1，IIと

略称すれば，1は，原型菌集落に一致し，IIは，

1よ蛎最大なるのみにして，正円形の集落な

り．蓮動生を有し，箪染色にては，均等に染ま

る小桿菌にして，Gram氏法染色にては陰性．

「ゲラチン」を液化し，牛乳を20時聞にて凝固

し，4日目より溝化せり．「インド・・ル反応陰

性，糖類及び高級アルコホF一ル類分解試験に於

ては，第22表に示す如く，対照菌と異りたる所

なかりき．然れ共，「マルトー・ゼ分解に際して，

「ヂアスタ・一ゼアガール通過菌は，2日目に至

りて漸く分解し始むるに，対照菌に於ては，5

時間にて既に分解を凹む．樹ほ，「グルコーゼ」

「マンニット」「サツカローゼ」「マルトーゼ」に

於ては，「アルカリ性強きため，初めは黄色調

を蜘たるも…繍略紫色となれり．

     第2項 色素産生と温度

 霊菌の「ヂアスターゼアガール72代通過菌（低

温培養）と，対照用培養基72代通過菌（低温培

養）との，色素産生26）27）歌態を概観すれば，

前者は，濃赤褐色，後者は，薄桃色を呈し，前

者は後者に比し，其の色調遙かに著明なり．

 「ヂアスターゼアガ・一ル72代通過菌を，「ヂア

スターゼアガt一・一ル」に移植し，之れを，37。C

24～48時間培養する時は，明かに色素産生を認

む．同菌を，対熈用培養基或は，普通寒天培養

基に移植し，同温度，同時間：培養するも色素産

生を認めす。対照用培養基通過菌に於ては，斯

くの如きことを全く認めざりき．

 此処に於て，霊菌は，「ヂアスターゼアガー

ル培養に依りて，色素産生能は助長され，対照

用培養基に培養するヒとに依りて，色素産生能

は抑制さると言ふべし．

   第IS節  ］Baeterillln pyocyaneum

［ 107 ］



le8 田

線膿菌2s）は，「ヂアスターゼアガール65代通

過に依わて，2種の集落を発生せり．之れを1；

IIと略称すれば，1は，帯線不透明辺縁規則正

しき小円形集落なり．IIは，帯緑色不透明，構

造粗雑なる感ありて，辺縁不規則，1の2～3

倍大の集落なり．1は，原型集落に近似し，II

は之れを，普通塞天培養基10代通過せしむる

も，共の性質を：失はす。

 形態的には，中等大の桿菌にして，両端は，

濃染性の傾向を有す．叉2～3個連鎖をなせる

ものあり．Gram氏法染色にて陰性，

 色素産生の程度は，「ヂアスcr 一一ゼアガール

通過菌に於て，常に著明なり．

 糖類分解作用及び其の他の生物学的性欣に関

しては，第22表に示す如く，対照菌と異る所な

かりき．

菌  名

第22表 72代霊菌，65代緑膿菌，50代腸炎菌，5⑪代鼠チフス

   菌の糖類分解試験及び其の他の生物学的北爆

霊 菌

緑 膿 菌

腸 炎 菌
ゲルトネル

鼠チフス菌

培

地

糖

D
K

D
K

D
K

D
K

ア

ラ

ビ

ノ

1

ゼ

十

十

e
e
o
e

キ

シ

ロ

ー

ゼ

十

十

十

十

（ll｝）

o
e
（｛D

ラ

ム

ノ

1

ゼ

グ

ル

コ

1

ゼ

十

十

Qlg
（IDiG｝）

o
e

e
（ll）

ゼ

フ

ク

ト

1

ゼ

十

十

e
e
ee

e

ラ

ク

ト

1

ゼ

1マ

1ル

 ト

 i

ゼ

十

十

サ

ツ

カ

ロ

1

ゼ

十

十

一101－
  ei一一一

  el一

｛1？1

イ

ヌ

り

ン

マ ズ ソ イ 牛 ゲ 硫
ン ニ ノレ

`

ノレ

r

ソド1

乳
ラチ 重水

ツ ツ ツ
ノレ

ｽ
凝

ソ液 素発

t ト 応一 一 固 化 生

地 一 十 一 十 十 ／

十 一 十 一 十 十

一 一 一 爾 十 十 ／

一 』 一 一 十 十 ／

㊥ ㊥ ① 圃 一 一 十

㊥ ㊥ ㊥ 剛 一 田 十

㊥ ㊥ ㊥ 一 一 一 十

㊥ ㊥ ㊥ 開 一 隔 十

D  「ヂアスタ・’一二アガール通過菌，K：対照用培養基通過菌， O Gas形成

    第14節  Staphyloccus albus

 白色＝葡萄月ノこ球菌は〆「ヂアスターゼアガール

100代通過するも，形態的には勿論，生物学的

性欺に於ても，対照菌と異る所なかりき，食れ

共，「ヂアスターゼアガール90代通過菌を，普

通塞汗雫板培養基に移植し，集落を観察する

に，白色の集落va混じて，黄色29｝を呈せる集落

8個を認めたり．此の黄色集落を，普通塞天培

第23表 葡萄歌球菌の糖類及び高級アルコホー一・・ル類分解試験

       拉ぴに其の他の生物学的性状

×
x
＼  糖
Xx

  × xx

 菌  ＼
     x

白色葡萄駄球菌

黄色葡萄状球菌

変憶黄色集落菌

ア

ラ

ピ

ノ

1

丁

重

 7

障

ノ

］

ゼ

引グ
ムレ・

 1コ

1

ゼ

十

十

十

ガ

ラ

ク

ト

1

ゼ

十

十

t

ラ

ク

b

1

ゼ

十

十

十

マ  サ

ル  ツ

b カ
； 1ロ

  1
ゼ  ゼ

十1十

十1十

十1十

イ1ぐ

ヌ

リ

ソ

ソ

ツ

ト

十

十

十

ズ

ノレ

チ

ツ

ト

湿
ピ1ゼ

礁

ゲ

ラ

チ

ソ

液
化

牛

乳

凝

固

＋［＋

4一｝

十：十
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養基5代通過せしむるも，既に白色集落を生ぜ

す．形態的には，とのものは，黄色葡萄状球菌

に極めて近似し，Gr凱m氏法染色にて陽性，糖

類分解作用及び其の他の生物学的二二は，第23

表に示す如くにして，此の集落を，白色葡萄歌

球菌より生ぜる黄色葡萄歌球菌と断じて可なら

んか．

    第15節、i変性を認めぎりし菌

 「ヂアスターゼアガー一 7v 100代通過せる亀，何

等の変性をも來さざりし菌は，次の如しe（但

し：BruceZlaは累代移植困難なり．）

  1． Staphylococcus attreus．

  2． Bacillus mesentericus vulgatus．

  3． Bacillus subtilis，

第4章 総括咽びに考按

 寒天培養基に「ヂアスターゼ」なる酵素を加

へて，之れに21株の細菌を累代培養して，其の

変異を槍し，上述の成績を得たり．之れを総括

せば次の如し．

 1．細菌の発育状態

 一般に良好なるも，：Brucella melitensis Bru－

cella abortus．：Brucella suisの3菌は，発育不

良，元宮，普通寒天培養基には，培養すべき菌

には非ざるも，敢へて試みたるに，果して累代

移植困難なり．

 2，集落の変性

 移植累代数と集落変性の固定性（比較的）獲

得との関係を見るに，細菌に依りて夫k異る

も，最：も早きものは，：Bacterium paratyphi A．

：Bacterium d｝・senteriae Onoの45代，最：も豪きも

のは，Staphyl⑪cbccus albusの90代なり．而し

て，変性集落を生ぜし菌は，使用せし腸内細菌

の全部と，霊菌，緑膿菌，白色葡萄歌球菌なり．

 集落の歌態を襯察するに，集落は2～3に分

れ，其の一つはS型にして原型菌に一致し，他

はR型或は，中閥型なり．

 White 11）17）（1929）の「ミロン反応， A］essa－

ndrini et Sabatucci i2、 i：3） i4）（1931）の「トリパフ

ラビン反応，岡本lfl）（1943）の重金属塩二等は，

細菌のS－R鑑別に大いに用ぴらるべき反応と

思考す．然れ共，明かにS型なるに拘らす，之

等の反応の何れかが陽性に現るるごとあり．殊

に重金属塩法の硫酸鉄va於て然り．又硫酸マグ

ネシウム」は反応弱き感あり．

 Hadley i”’）（1937）岡本16）（1943）等の主張ぜ

る如く，細菌は1，常に自らをi変…異しつつある生

物にして，R型菌は，細菌の有するr＝“ 一ル」

であり，細菌は，R型となって安定化する．と

の言を考察する時，本実験に於て，更に累代移

植を続くる時は，恐らく，対照菌に於ても変性

集落を発生すべく，（普通大腸菌，最チフス菌

に於ては臨に，夫々70代，57代に出て現る）此

処に於て，「ヂアスターゼ」は細菌のR型化を

促進せしむと言ふべきならん．

 Crossley 3⑪）， Ferguson， Brydson（1936）等は1，

2％澱粉烏丸天培養基に移植継代するととに依

りて，R晶出をS型菌に復帰せしめ得ると主張

ぜるも，著者は，容易には復帰し得ざる～二とを

経験せり．

 EditLL 2ハ（1935）は， 黄色葡萄ナ伏：球菌を・長期瞳二

亘り，「ブイヨン培地に垢養するヒとに依り，

数種の小変異集落を分離し，而も其の集落は，

色素を欠きたり．叉津田 29）（1933）は，「マウス

腹腔内通過に依り，白色葡萄欣球菌7株の中2

株を，黄色葡萄状球菌に変異せしむるを得た

り．著者も亦，「ヂアスターゼ含有塞天培養基

に9⑪代累代移植することに依り，白色葡萄歌球

菌を，黄色葡萄歌封i菌にi変異せしむるを得たる

が如し．

 3．形態攣：的性歌変化     1

 変異菌は，一般に両端濃染性にして，長さ幅

共に長く且つ広く，1～2個連鎖を作るものあ

り．Gram氏法染色，鞭毛染色に於ては，対照
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菌と異りたる所なし，

 4．各種生物学的性1伏変化

 「コレラ菌の性朕変化に就》・ては，Ramson

93｝」北島（1901），HambRrger 23），高野（1916）

に依り研究発表せられ，「コレラ菌は入田平及

び自然界に於て，性坦ζ変換の可能なるとと明か

なり．而して，「ゴレラ菌の「ヂアスターゼア

がPtル72代通過菌は，「ラクトe・ゼ」「マルト ・一

三」「サッカローゼ」に対する分解能を完全に溝

失す．「グルコーゼ」「ガラクトPゼ」「マンニヅ

ト」に対する分解能発現は著しく逞延し，浩失

の前階梯なるを思はしむ．

 霊菌の「ヂアスターゼアガ・一 ］L 72代通過菌に

於ても，「マルトーゼ分解能は著しく低下す．

之れに反し，赤痢箕田菌の「ヂアスタ・一ゼアガ

・・ル7⑪代菌の「アラビノーゼ」及び「マルトー

ゼ」に対する分解能発現は，対照菌に比し著し

く早し。rグルゴーゼ」及び「ガラクトーゼ」に

対する赤痢志賀菌の態度も概ね同様なり．

 叉，「コレラ菌の「ヂアスタPゼアガール72

代通過菌に於ては，「コVラ赤反応，「インドー

ル反応共に陰性となり，「ゲラチン液化性は消

失せり．

 硫化水素形成に変化を正せし菌を認めす。

 5．変性菌の被凝集性

 6斗⑪0倍叉は3200倍の凝集価を：有する原型二二

疫血清に対し，変性菌は・「コレラ菌を除きて

は，殆んど800倍以下に凝集せらる。

 6．澱粉分解酵素産生菌との関係

 枯草菌に於ては，何等の変化を認めざるも，

普通大腸菌に於ては，集落の変性等を認め，

「コレラ菌に於ては，既述の如く，極めて興味

ある成績を』得たり．

 7．其の他

 霊菌の色素産生に関する研究は，早くより行

はれ，其の色素産生に必須なる条件の一つとし

て，ド定21｝）2T）の濫度，即ち2⑪。～22。Cの低温

培養が挙げられ，37。C培養にては，色素の産

生なしと，一般に信ぜらる．然るに著者は，

「ヂアスターゼアガt一・aル72代通過菌に於て，之

れを「ヂアスターゼアガール」に移植し，37。C

24～48時聞培養して，而も色素産生あるを認め

たり．

 用ひし菌は2種なるも，有芽胞菌に於ては，

全く変イヒを認、めづぎ．

結

 寒天培養基に「ヂアスターゼ」なる酵素を加

へ，21株の細菌を累代培養し，回れが細菌に如

何なる変化を与ふるかを槍し，次の如き結論を

得たり．

 1．「ヂアスターゼ」は，腸内病原菌のR型化

を促進す．

 2．変性菌の形態は，両端濃染性にして，蓮

鎖をなすものあり．

 5．「ヂアスターゼ含有寒天培養基に，累代移

植し，世代を累ぬる時，「2レラ菌は，「ラクト

ーゼ」「マルトーゼ」及び「サッカロ e一 ti」に対

する分解能を失ふ．叉，「コレラ赤反応及び「イ

ンドー・…ル反応は共に陰性と7s 1），「ゲラチン液

化性は浩失す．叉，赤痢箕田菌の「アラビノ・・一

 一

二及び「マルトーゼ」に対する分解能発現は，

対照菌に比し著しく早し．然るに，「ゴレラ菌

の「グルコーゼ」「ガラクトーゼ」「マンニッ｝」

に対する分解能発現は，著しく逞延す．

 4．変性菌は，原型菌琵疫血清に対して，被

凝集性の低下せるを認む．
亀

 5．「ヂアスターゼ含有塞天培養基に累代移植

するととに依り，白色葡萄状球菌を，黄色葡萄

状球菌に変異せしめ得るが如し．

 6．「ヂアスターゼ含有寒天培養基に累代移植

せる霊菌は，本培養基上に於ては，37。C培養

にても，色素を形成せしめ得．

 摺筆するに当り，終始御懇篤なる御指導と御校閲と

を賜はりたる恩師谷教授に衷心より感謝の意を表し敢
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室員各位に深謝す．爾本研究に多大の御便宜をお与へ

下されし脇同組合高岡病院長関川博士，豊：田博士，和

田博士，西村藥局長に感謝す．
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